
戸塚　輝夫（公認会計士）（委員長）

山中　健児（弁護士）

久賀　みず保（鹿児島大学准教授）

令和４年１０月１日～令和５年３月３１日

１１０件 １者応札案件２５件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

７件 １者応札案件３件

（抽出率６．４％） （抽出率４３％）

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

（抽出率０％）

２件　 １者応札案件１件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

４件　 １者応札案件２件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

１件　 １者応札案件０件

契約の相手方が公益社団法人等の案件０件

特になし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

公募型プロポーザル

随
意
契
約

業務

該当なし

うち、

工事

指
名
競
争

（特記事項）

標準型プロポーザル

指名競争

公募型指名競争

随意契約（企画競争・公募）

随意契約（その他）

物品・役
務等

一般競争

うち、

抽出案件

指
名
競
争

うち、

その他の指名競争
抽
出
案
件
内
訳

随意契約

公募型競争

その他の随意契約

一般競争

第６２回水産庁入札等監視委員会　審議概要

（ホームページ掲載日：令和５年11月13日）

開催日及び場所

審議対象期間

委員

簡易公募型プロポーザル

令和５年６月２８日（水）水産庁外国人応接室

その他の指名競争

審議対象案件

簡易公募型競争

該当なし

うち、

工事希望型競争 該当なし

該当なし

うち、

該当なし

一般競争

該当なし



　 特になし

・企業として、広告が出された時点で契約が
３、４ヵ月先になりますので、その時の状況が
どのように読めるかということになります。基本
的には積極的に取りに行って、最終的には、
企業として判断されたということになるかと思
います。

・令和２年度までは３者の応札があったが、令和
３年度で１者になって、今回も辞退があって１者
ということだが、何か状況として応札が難しくなっ
てきているようなことはあるのでしょうか。

・この３か年で変えたということはなかったんで
すけれど、一般的に技術者が不足してきてい
るということは言えるかなと思います。可能な
限りいろいろ技術的な発表会を設けて入札す
る者を増やそうとはしていります。

（特になし） －

６．漁業取締船「鳳翔丸」第２種Ｂ中間検査
及び一般修繕

５．農林水産大臣管轄漁場デジタルオルソ
フォト作製業務

・写真撮影を例えば飛行機からドローンに移行
するということになった場合、経費として随分下
がるイメージを持つが、その辺はどうでしょうか。

・ドローンは許可が下りる場所とか、あとは結
構上の方から撮らないと漁場が取れないという
ことで、まだそのノウハウがないと聞いていま
す。

３．漁業取締船「東光丸」第２種Ｂ中間検査
及び一般修繕

（特になし） －

４．農林水産大臣管轄漁場基点第１号から
第４号測量業務

〔これらに対し部局長が講じた措置〕

委員からの意見・質問、それに対する回答
等

－

３．北太平洋漁業委員会（NPFC）第７回委
員会会合等の運営支援業務

（特になし） －

委員会による意見の具申又は勧告の内容　

・入札を辞退している企業がありますが、割と一
般的に起こりえる事象なのでしょうか。

・公告期間に年末年始が入るので、正味もっと
短いかなという感じがし、もう少しながければ入
札者数がもう少し増えたとかあったかと思います
が、どの様な経緯でこの期間になったのでしょう
か。

意見・質問

事務局：水産庁漁政部漁政課 政策評価班

２．令和４年度対馬海峡地区マウンド礁築
造工事

・仕様書の作成に時間が掛かったということも
ありますが、会場を確保しなければならなかっ
たことから、公告期間を逆算すると短めに設定
しざるを得なかったというのが経緯になりま
す。

１．令和４年度日本海西部地区魚礁据付工
事

回答等

（特になし）
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